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全
肥
商
連
が
熊
本
で
全
国
研
修
会

成
長
産
業
化
の
道
筋
学
ぶ

(
一
社
)
全
国
肥
料
商
連
合
会
は
先
6
ろ
、
熊
本
市
内
で
2
日
間
に
わ
た
っ
て
第
53
回
の
全
国
研
修
会
を
開
い
た
。

九
州
を
中
心
に
全
国
か
ら
約
2
0
0
人
が
参
加
し
た
研
修
会
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型

「フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
農
業
」

構
築
の
必
要
性
に
つ
い
て
研
修
し
た
ほ
か
、
熊
本
地
震
の
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
確
か
な
経
営
を
展
開
し
て
い
る
農
業

者
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
未
来
型
農
業
の
あ
り
方
を
検
証
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
悪
玉
と
目
さ
れ
て
き

ち
っ
そ

た

「野
菜
の
硝
酸
態
窒
素
」
が
実
は
人
間
の
健
康
に
有
効
な
生
理
作
用
を
も
た
ら
す
こ
と
を
専
門
家
に
学
び
、
国
際
水

準
認
証
G
A
P
の
普
及
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
も
農
水
省
と
団
体
の
取
り
組
み
、
各
地
の
全
肥
商
連
支
部
に
よ
る
具

体
的
な
推
進
事
例
を
確
認
す
る
な
ど
、
多
彩
で
内
容
の
濃
い
研
修
活
動
と
な
っ
た
。

韓
大
泉
名
誉
教
授
が
講
演

全
国
研
修
会
で
は
冒
頭
、

上
杉
登
会
長
が
開
会
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
「N
E
X
T
ア
グ

ゼ
ロ

リ

"0
"
年
-

農
業
の
復

興
は
需
要
の
創
造
か
ら
」
と

掲
げ
た
総
合
テ
ー
マ
の
意
義

に
言
及
。
震
災
か
ら
1
年
が

経
過
し
た
開
催
地

・
熊
本
の

復
興
を
引
き
続
き
支
援
す
る

意
思
を
示
す
と
と
も
に
、
「今

年
は
農
業
競
争
力
強
化
元
年

で
も
あ
り
、
農
業
再
興
を
復

興
の
起
爆
剤
と
し
て
前
進
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
全
面
p

に
出
し
た
研
修

囑

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　

用
意
し
た
」
と

説
明
し
、
有
効

な
情
報
収
集
・

意
見
交
換
の
場

と
し
て
の
活
用

を
呼
び
か
け

謬

た
。最
初
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し

て
、
宮
城
大
学

　

名
誉
教
授
の
大

　螺

泉

一
貫
氏
が

「フ
ー
ド
チ
ェ

ー
ン
農
業

m
九
州
」
と
題
し

て
記
念
講
演
。
ま
ず

「2
0

1
5
年
に
1
3
8
万
戸
あ
っ

た
農
家
数
が
25
年
に
は
72
万

戸
、
30
年
に
は
40
万
戸
に
減

少
し
、
稲
作
農
家
に
い
た
っ

て
は
15
年
の
95
万
戸
が
25
年

に
38
万
戸
、
30
年
に
は
10

・

7
万
戸
と
い
う
時
代
が
到
来

す
る
」
と
の
予
測
デ
ー
タ
を

紹
介
し
た
。

一
方
で
販
売
額
が
5
0
0

0
万
円
以
上
の
農
家
は
増
加各地か ら約200人 が参力口した全国研修会

・　灘

馳 黛
懸 三}・

藷晦
上杉登会長

 

し
、
そ
の
産
出
額
シ
ェ
ア
は

15
年
で
全
体
の
41
%
だ
っ
た

が
、
30
年
に
は
74
%
に
ま
で

急
伸
。
「農
家
戸
数
で
は
2
割

に
す
ぎ
な
い
1
0
0
0
万
円

以
上
の
農
家
が
産
出
額
の
9

割
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
」

と
農
業
構
造
の
急
激
な
変
化

を
指
摘
し
、
「担
い
手
と
な
る

べ
き
1
0
0
0
万
円
以
上
層

の
育
成
が
急
務
」
と
強
調
し

た
。ま
た
大
泉
教
授
は
、「米
価

で
農
業
所
得
の
向
上
を
担
保

し
つ
つ
零
細
な
兼
業
農
家
を

維
持
し
て
き
た

"稲
作
農
業

偏
重
農
政
"
が
農
業
の
縮
小

を
も
た
ら
し
た
」
と
厳
し
く

指
弾
。
農
業
競
争
力
強
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
決
定
し

な
が
ら
も
、
手
厚
い
補
助
金

＼.一∠臨聾 饗

大 泉 一 貫 教 授

に
よ
っ
て
飼
料
用
米
へ
の
転

換
で
生
産
調
整
を
実
質
継
続

す
る
稲
作
偏
重
農
政
を
批
判

し
た
上
で
、
「保
護
農
政
か
ら

成
長
産
業
化
を
目
指
す
農
政

へ
の
転
換
」
を
提
唱
し
、
そ

の
第
1
に
収
益
性
の
高
い
農

業
を
目
指
す

「経
営
者
」
の

育
成
を
挙
げ
た
。

,

オ
ラ
ン
ダ
や
デ
ン
マ
ー
ク

な
ど

「成
熟
先
進
国
型
農
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
も
取

り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
①
農

産
加
工
品
ま
で
と
ら
え
た
付

加
価
値
提
供
型
農
業
②
顧
客

志
向
型
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

の
仕
組
み

(プ
ロ
ダ
ク
ト
ア

ウ
ト
か
ら
の
転
換
)
③
他
産

業
と
の
融
合
。
企
業
連
携
に

よ
る
生
産
性
の
高
い
技
術
革

新
型
農
業
1

と
説
明
。
日

 本
農
業
が
進
む
べ
き
道
筋
と

位
置
づ
け
、
そ
の
根
幹
と
も

-い
う
べ
き

「フ
ー
ド
チ
ェ
ー

ン
農
業
」
構
築
の
必
要
性
を

強
調
し
た
。

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
農
業
に

っ
い
て
大
泉
教
授
は
、
大
手

コ
メ
卸
が
媒
介
と
な
っ
て
大

規
模
稲
作
法
人
が
外
食
・
中

食
な
ど
の
実
需
者
と
結
び
付

き
、
多
収
穫
米
の
計
画
生
産

・
契
約
栽
培
を
行
っ
て
い
る

事
例
な
ど
を
引
い
て

「水
平
,

分
業
」
の
展
開
を
解
説
。
コ

ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
や
外
食
企

業
、
食
品
加
工
メ
ー
カ
ー
の

農
業
参
入
や
6
次
産
業
化
な

ど
に
よ
る

「垂
直
統
合
」
の

事
例
も
紹
介
し
た
。

チ

エ
ー
ン

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
必
要

ま
た
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
農

業
の
構
築
に
向
け
た
課
題
と

し
て
大
泉
教
授
は
流
通
制
度

の
改
革
、
食
品
企
業
と
の
連

携
強
化
、
新
た
な
生
産
技
術

の
開
発
を
挙
げ
た
ほ
か
、
水

平
分
業
の
管
理
者
と
し
て
農

家
の
組
織
化
や
情
報
・
物
流

の
調
整
を
行
う

「チ
ェ
ー
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
必
要
性
」

を
強
調
。
そ
の
類
型
を
▽
コ

メ
卸
な
ど
も
含
め
た
食
品
流

通
企
業
▽
農
業
者
な
ど
に
よ

る
営
農
販
売
会
社
▽
食
品
加

工
企
業
▽
農
業
資
材
メ
ー
カ

ー

・
流
通
業
者
1

と
示
し

た
。今
後
の
方
向
に
つ
い
て
は

「フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

す
る
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
増
や
し
、
流
通
改
革
と

生
産
現
場
で
の
技
術
革
新
に

集
中
し
つ
つ
、
農
業
経
営
者

を
育
成
し
て
い
く
べ
き
」
と

語
り
、
農
業
者
を
支
え
る
肥

料
商
の
積
極
的
な
対
応
を
呼

び
か
け
た
。

マ
ー

ケ

ッ
ト

イ

ン
稲

作

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
で

熊
本
の
㈲
内
田
農
場
社
長
指
摘

「震
災
に
負
け
ず
、
立
派

な
農
業
経
営
を
し
て
い
る
農

業
者
に
聞
く
」
と
題
し
て
行

わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
と

し
て
熊
本
県
阿
蘇
市
の
農
業

生
産
法
人
・
㈲
内
田
農
場
の

内
田
智
也
社
長
、
同
県
上
益

城
郡
益
城
町
の
嶋
村
農
園
・

嶋
村
兼
次
代
表
、
横
浜
市
の

㈲
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
田
岡
義

康
社
長
が
参
加
。
地
域
活
性

化
に
向
け
て
農
業
支
援
を
行

う
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画
の
牛
島
晃
・
地
域
連
携

担
当
部
長
が
進
行
役
を
務

め
、
大
泉
教
授
も
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
加
わ
っ
た
。

60
⑫
の
大
規
模
稲
作
経
営

♂ 動

嚇
内田智也社長

を
行
う
内
田
農
場
の
内
田
社

長
は
、
損
壊
に
よ
っ
て
生
産

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
圃

場
が
出
る
な
ど
甚
大
な
震
災

被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
地

域
の
協
力
を
得
て
克
服
し
て

き
た
経
緯
を
振
り
返
り
つ

つ
、
経
営
の
概
況
を
説
明
し

た
。
「農
業
は
製
造
業
。
必
要

と
さ
れ
る
コ
メ
、
喜
ん
で
も

ら
え
る
コ
メ
を
作
り
た
い
」

と
の
モ
ッ
ト
ー
か
ら
、
業
務

用
向
け
の
多
収
穫
米
や
酒
造

好
適
米
な
ど
も
含
め
て
15
品

種
を
栽
培
。
「ほ
ぼ
1
0
0
%

を
契
約
栽
培
の
受
注
生
産
と

は

し
ゅ

し
、
播
種
前
に
契
約
を
終
え

て
い
る
」。

田
植
え
を
4
月
か
ら
7
月

ま
で
行
う
作
期
分
散
を
進
め

る
た
め
、
「稼
働
率
を
重
視
し

て
い
る
」
と
い
う
内
田
社
長

ち
ょ
く

は

は
乾
田
直
播
を
導
入
。
三

井
化
学
ア
グ
ロ
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ラ
イ
ス

「み
つ
ひ
か

m
%
契
約
栽
培

り
」
を
い
ち
早
く
採
用
し
、

神
明
を
通
し
て
牛
丼
の
吉
野

家
向
け
に
出
荷
し
て
い
る
。

10
～
15
年
先
を
見
越
し
て
I

C
T
技
術
、
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
な
ど
に
も
積
極
的
だ
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
取
り

組
み
は
6
品
種
の
酒
米
生
産

も
同
様
で
、
酒
造
会
社
と
の

契
約
栽
培
か
ら
連
携
が
広
が

り
、
同
社
の
名
前
を
冠
し
た

日
本
酒
の
銘
柄

「う
ち
田
」

も
商
品
化
さ
れ
て
い
る
。
内

田
社
長
は
、
「今
後
も
使
い
手

の
要
望
に
応
え
る
コ
メ
作
り

に
取
り
組
み
、
価
格
変
動
と

と
も
に
気
象
変
動
に
も
対
応

で
き
る
よ
う

"引
き
出
し
"

の
多
い
農
業
経
営
を
目
指
し

た
い
」
と
強
調
し
た
。

嶋
村
農
園
の
嶋
村
代
表
は

自
宅
の
全
壊
と
い
う
震
災
に

見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
い
ち

早
く
復
旧
作
業
を
開
始
。
土

壌
分
析
や
有
機
肥
料
の
使
用

を
徹
底
し
た
独
自
の
ナ
ス
栽

培
に
つ
い
て
語
っ
た
。
豊
富

な
青
果
仲
卸
の
経
験
を
生
か

し
て
パ
セ
リ
や
パ
ク
チ
ー
の

契
約
栽
培
を
展
開
し
て
い
る

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
の
田
岡
社
長

は
、
6
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
の
立
場
か
ら
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
流

通
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
。

硝
酸
塩
の
有
効
性
も
研
修

研
修
会
2
日
目
は
、
徳
島

大
学
大
学
院
の
土
屋
浩
一
郎

教
授
が

「食
餌
性
硝
酸
。
亜

硝
酸
塩
の
生
理
的
役
割
に
つ

い
て
」
講
演
。
こ
の
中
で
、
-

こ
れ
ま
で
悪
玉
と
目
さ
れ
て

ち
っ
そ

き
た
野
菜
の
硝
酸
態
窒
素
に

は
糖
・
脂
質
代
謝
改
善
、
血

管
拡
張
・
臓
器
保
護
作
用
な

ど
健
康
維
持
の
効
用
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。餅

鞭

嶺

　
婦 悶
し餌 、　■
・ 　　　 　

懲 影〆・き齢
土 屋浩 一 郎

撃
4レ
渡辺和彦所長

ま
た

(
一
社
)
食
と
農
の

健
康
研
究
所
・
渡
辺
和
彦
所

長
は
、
「肥
料
・ミ
ネ
ラ
ル
で

健
康
社
会
i

野
菜
の
硝
酸

 塩
は
人
間
の
健
康
に
必
須
」

と
題
し
て
総
括
。
農
水
省
の

「優
先
的
に
リ
ス
ク
管
理
を

行
う
べ
き
有
害
化
学
物
質
の

リ
ス
ト
」
か
ら

「硝
酸
性
窒

素
」
が
外
さ
れ
た
の
に
続
い

て
、
「農
業
技
術
の
基
本
指

針
」
29
年
度
改
訂
版
で
は

「有
害
物
質
等
の
リ
ス
ク
管

理
措
置
」
か
ら

「野
菜
の
硝

酸
塩
対
策
」
の
全
項
目
が
削

除
さ
れ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
報
告
し
、
農
業
・
肥
料
分

野
の
視
点
か
ら
そ
の
有
用
性

を
解
説
し
た
。

続
い
て

「国
際
水
準
認
証

G
A
P
の
普
及
と
促
進
に
つ

い
て
」
農
水
省
と
日
本
G
A

P
協
会
の
講
演
、
全
肥
商
連

支
部
代
表
と
J
G
A
P
協
議

会
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
G
A

P
推
進
に
向
け
た
情
報
と
意

見
の
交
換
に
務
め
た
。


